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一つの歴史(die Geschichte)、 「永遠の理想史」 (die ideale Geschichte)
を要請する。 F.フェルマンの指摘するように、歴史的事象が悪意的に生起して



















































































「論理学」から「道徳学」、 「家政学」、 「自然学」、 「歴史学」さらには「宇宙








「合理的形而上学」 (rationale Metaphysik)に対比させ、 「想像的形而上学」
(phantasieentsprungene Metaphysik)と呼んだ(S. 172)。 「人間は知るこ





































的ではなく歴史的な意味」 (nicht analoge, sondern zusammenfassende,





















鋸、楠(Pflug, Rechen, S軸e, Kamm)の歯(Zahne)、海の舌(Zunge des
Meeres)、川の腕(Arm eines Flusses) ‥.空と海は笑い(es lachen der
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Himmel und das Meer)、風は口笛を吹き(der Wind pfeift)、波は咳く























































































ライ語)には、人間の「自己表現への欲求」 (Bediirfnis sich auszudriicken)
が明白に見てとれるが、このような隠喉の精神は、民族の固有な思考方法や見
方に従ってそれぞれの国、時代、状況に根差しており、すべての野性的言語に
共通している。 「最初の隠喉は、串そうとする衝動であった。」 (Die Metapher
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ければならないと言う。 Friedrich Nietzsche: Uber Wahrheit und Luge imauBer-
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して、ヘルダーは次の四点を挙げている。 1.歴史、 2.アレゴリー、 3.宗教、 4.請
的構想。
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